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「
一
閑
張
り
」メ
ン
バ
ー
作
品
ず
ら
り

小
川
村
で
展
示
会 

８
日
は
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
も

　
大
町
市
の
Ｊ
Ｒ
信
濃
大

町
駅
前
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
「
ゆ
い
せ

き
や
」（
神
戸
千
代
子
代

表
）
は
15
日
ま
で
、
小
川

村
歴
史
郷
土
館
「
ふ
る
さ

と
ら
ん
ど
小
川
」
で
作
品

展
示
会
を
開
い
て
い
る
。

　
ゆ
い
せ
き
や
は
も
の
づ

く
り
を
楽
し
む
「
大
人
の

遊
び
場
」
と
し
て
活
動
。

展
示
会
で
は
メ
ン
バ
ー
が

製
作
し
た
、
竹
や
木
で
組

ん
だ
骨
組
み
に
和
紙
を
張

り
重
ね
、
柿
渋
を
塗
っ
て

仕
上
げ
る
日
本
古
来
の
手

工
芸
「
一
閑
張
り
」
の
作

品
を
展
示
し
て
い
る
。

　
伝
統
的
な
手
工
芸
だ

が
、
現
代
は
も
の
を
長
く

大
切
に
使
う
リ
ユ
ー
ス
可

能
な
エ
コ
商
品
と
し
て
も

人
気
。
会
場
に
は
メ
ン

バ
ー
が
自
宅
で
眠
っ
て
い

た
か
ご
や
昔
の
行こ

う
り李
な
ど

に
、
和
紙
や
着
物
生
地
な

ど
自
由
な
発
想
で
ア
レ
ン

　
安
曇
野
市
穂
高
北
穂
高

の
安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念

美
術
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス【お問い合わせ先】一般社団法人HAKUBAVALLEY TOURISM SDGs小委員会　sdgs@hakubavalley.com 

今月は「気候変動」に関するアクションをご
紹介させていただきます。これからも地球に
住み続けるためにどんなことができるか一緒
に見ていきましょう。

今月のアクションキーワードは「ＣＯ2」
二酸化炭素（CO2）が増えることで地球温暖化が加速し、気候
変動が深刻化することはご存じでしょうか。気温の上昇は、豪
雨や猛暑、雪不足といった異常気象を引き起こし、私たちの暮
らしや仕事、そして自然環境に深刻な影響を及ぼしています。
これは「自分には直接関係ない」と見過ごせる問題ではないの
です。

ダイオキシンが発生しないように高温（約800℃以上）でごみ
を焼却するには、灯油などの助燃剤が使われます。特に水分の
多い生ごみは、その水分を蒸発させるために多くの熱が必要と
なり、結果として余分な燃料を使うことになります。これによ
りCO2の排出量が増えてしまいます。また、ごみの収集・運搬
にも燃料が必要なため、ごみが多いほどCO2が排出されます。

□生ごみをコンポスト化してみよう！
大町市・白馬村・小谷村の「燃えるごみ」は北アルプスエコ
パークで焼却されており、令和 2年度のデータでは年間約
10,000トン、費用は 3億円超でした。家庭ごみの11～22％は
生ごみとされ、コンポスト化することで、環境・経済の両面
でメリットがあります。
①ごみの量を減らせる②堆肥として活用できる
③CO2排出を抑えられる④処理費用の削減につながる
参照：地域と暮らしのゼロカーボン勉強会
「第 5回 白馬のゴミのゆくえ ～リサイクルを超えるゴミの新潮流～」 書・陶・木

彫
り
…
多
彩
に

節
郎
館
で

８
日
ま
で 

「
友
の
会
展
」日
展
作
家
大
作
も

日
展
作
家
ら
に
よ
る
見
応
え
の
あ
る
作
品
も
並
ぶ

ジ
を
加
え
、
使
い
勝
手
の

良
い
実
用
品
や
飾
り
物
に

生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
作
品

が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
作
品

の
展
示
即
売
も
あ
る
。

　
開
場
は
午
前
9
時
半
〜

午
後
4
時
（
火
曜
日
休

館
）。
8
日
は
小
さ
な
ザ

ル
に
一
閑
張
り
を
施
す

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
午
後

1
時
か
ら
、
参
加
費
8
0

0
円
）
も
行
わ
れ
る
。
問

い
合
わ
せ
は
ゆ
い
せ
き
や

☎
0
2
6
1
㉒
0
7
6
2

ま
で
。

一
閑
張
り
な
ど
の
作
品
が

並
ぶ
会
場

ホ
ー
ル
と
主
屋
で
8
日
ま

で
、
同
館
友
の
会
に
よ
る

第
19
回
「
友
の
会
展
」
が

開
か
れ
て
い
る
。
書
や

陶
、
木
彫
り
、
漆
、
絵
画

な
ど
、
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル

の
作
品
31
点
を
展
示
し
て

い
る
。

　
同
会
は
、
平
成
15
（
2

0
0
3
）
年
の
開
館
と
同

時
期
に
発
足
。
美
術
館
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
他
、

鑑
賞
会
や
研
修
会
な
ど
を

開
き
、
県
内
外
の
会
員
同

士
が
交
流
を
図
っ
て
い

る
。

　
会
場
に
は
、
最
高
齢
90

代
の
会
員
に
よ
る
木
彫
り

を
は
じ
め
、
県
内
を
中
心

と
し
た
会
員
た
ち
の
力
作

が
そ
ろ
う
。
安
曇
野
や
大

北
地
域
の
会
員
で
日
展
入

選
作
家
ら
に
よ
る
大
作
も

見
ど
こ
ろ
だ
。
髙
橋
節
郎

の
作
品
も
展
示
し
、
華
を

添
え
て
い
る
。

　
学
芸
員
の
伊
藤
理
恵
子

さ
ん
は
「
見
応
え
の
あ
る

力
作
ぞ
ろ
い
」
と
い
い
、

来
館
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。

　
入
場
無
料
。
開
館
は
午

前
9
時
〜
午
後
5
時
（
最

終
日
は
3
時
）。
問
い
合

わ
せ
は
同
館
☎
0
2
6
3

81
3
0
3
0
ま
で
。

　大
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
「
ゆ
い
せ
き
や
」


